
特別講演のご案内

日時：3月24日（木） 17:00-18:30

場所：第一講義室 歯学部2階

タイトル：

“Arthrocentesis Arthrocentesis Arthrocentesis Arthrocentesis for patients with internal 

derangement of TMJ - how does it work for the 

improvement of 

signs and symptoms of TMD? “

講師：

Prof. Prof. Prof. Prof. DorritDorritDorritDorrit W. W. W. W. NitzanNitzanNitzanNitzan

Oral & Maxillofacial Surgery, 

Hadassah School of Dental Medicine, Jerusalem

講師紹介講師紹介講師紹介講師紹介：顎関節関係の仕事をされている先生でArthrocentesisArthrocentesisArthrocentesisArthrocentesis（（（（関節腔洗浄関節腔洗浄関節腔洗浄関節腔洗浄療法療法療法療法））））を
聞いたことのない方はいないと思います。この方法はDr. Nitzanがフロリダ大学在職中に
Dr. Dolwickとともに最初に報告した最初に報告した最初に報告した最初に報告したもので、現在でも顎関節内障の外科的治療の中心と
して用いられ、平成28年度診療報酬改定に向けた医療技術の評価においても、「新規保
険収載等の評価を行う優先度が高いと考えられる技術」のトップに記載され、評価すべき
医学的な有用性が示されているとされています。以下にDr. Nitzanのarthrocentesisに関
する主な論文を示します。
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顎顔面口腔外科学分野・顎関節治療部共催
問い合わせは高木まで


